
2010年代より教育の国際化が政府・財界主導で
推進されてきました。一見矛盾するような国家
による国際化という試みは可能なのでしょう
か。可能だとして、それは何をもたらすのでし
ょうか。本会では、国際バカロレア導入をめぐ
る政策を事例として考えてみたいと思います。

教育実践コラボレーション・センター企画
第80回　「知的コラボ」の会

教育の「日本型」国際化はありうるのか？
―国際バカロレア導入の政策過程を事例として―

対象：京都大学の教職員・学⽣、教職員の紹介者

参加希望の方は、下記のフォームから

　   お申し込みください。
　※資料準備の都合上、事前申込をお願いします。
　　締切：10⽉14⽇（水）
　 https://forms.gle/MKdU3YgtMyrvzJW66
お問い合わせ等は次のメールアドレスまで

　   ご連絡ください。collabo@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

【日時】2026 年10月15日(木)　13:15～14:45
【場所】教育学部本館　第1会議室
【話題提供】岩渕 和祥  講師 
　　　　　    (グローバル教育展開オフィス)　

学生の参加も歓迎します。お気軽にご参加ください
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